




















































































































































































































































































































































①  糸賀一雄（1914 ～ 1968）
　初代近江学園長
　 京都大学哲学科卒業。哲学的思想は後の実践に大きく
影響している。糸賀の実践を吉田久一は「実践の中に
哲学がある」と評している。
　重症心身障害児の中に自己実現を見出し、世の中が「こ
の子らに世の光を」という哀れみの表現をしていた時
に糸賀は「この子らを世の光に」と「を」と「に」の
転換と共に考え方の転換も社会に訴えた。そこには障
害児だからという考え方でなく、人間は全て磨けば光
る存在であり障害者もその例外ではないというノーマ
ライゼーションに近い思想があったことは、まだ北欧
でもノーマライゼーションの思想が具体化されていな
かった時期において興味深い。
②  糸賀一雄著『この子らを世の光に』柏樹社、1965
③  糸賀一雄「設立の趣旨」近江学園1946、9
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